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の
せ
て
、は
こ
ぶ
。

各
地へ
、そ
し
て
未
来へ
。

買ったり送ったりしたものが、確実に届き、受け取れること。何かに
制限されることなく、安全・快適に行きたい場所へ行けること。元号
が令和となってわずか数年の間に、私たちはモノや人の移動を根本
から支える「交通インフラ」という社会基盤の重要性を改めて思い
知ることとなった。
交通インフラの歴史…それは、戦後の荒廃からの驚異的な経済成
長、四方を海に囲まれた狭い国土、多発する災害、そして輸入資源
に頼らざるを得ないエネルギー事情などを複雑にはらみ、幾多の逆
境や難題を乗り越え発展してきた社会基盤整備の歴史である。そし
てその背景には、苦難をクリアするためにその時々の知恵と匠の技
を結集することで、世界トップクラスとも言われる日本の建設技術が
磨かれてきた経緯がある。
鉄道・道路・空港・港湾、それぞれの時代、それぞれのシーンで「長
足の進歩」を遂げ、日本の国土強靱化に寄与してきた交通インフラ
と、そこで培われた技術を振り返る。

ニ
ッ
ポ
ン
を
強
く
し
た
交
通
イ
ン
フ
ラ 
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占
領
下
の
統
制
か
ら

「
特
需
」に
よ
る
復
興
ま
で

　

戦
争
で
焦
土
と
化
し
た
日
本
。都
市

部
は
も
ち
ろ
ん
、各
地
の
あ
ら
ゆ
る
社
会

基
盤
が
機
能
停
止
状
態
に
陥
り
、軍
事

目
的
に
転
用
さ
れ
て
い
た
多
く
の
交
通

イ
ン
フ
ラ
も
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
負
っ

た
。特
に
海
運
の
被
害
が
著
し
く
、年
間

平
均
稼
働
船
舶
は
一
〇
〇
万
総
㌧
以
下

と
戦
前
の
六
分
の
一
以
下
に
落
ち
込
み
、

当
時
保
有
し
て
い
た
船
舶
の
う
ち
稼
働

で
き
た
の
は
わ
ず
か
七
〇
％
だ
っ
た
と
言

わ
れ
て
い
る
。加
え
て
、ポ
ツ
ダ
ム
宣
言

に
基
づ
く
軍
国
主
義
排
除
の
方
策
に
則

り
、大
型
船
舶
の
建
造
・
運
航
・
修
理
な

ど
が
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
っ
て
厳
し
く
管
理
さ
れ

た
こ
と
が
、復
興
が
遅
れ
る
一
因
と
な
っ

た
。

　

自
動
車
に
関
し
て
は
、燃
料
と
な
る
石

油
が
圧
倒
的
に
不
足
し
て
い
た
戦
時
中

か
ら
既
に
運
行
に
支
障
を
き
た
す
状
態

と
な
っ
て
お
り
、車
両
自
体
も
戦
災
で
多

く
が
失
わ
れ
た
た
め
、輸
送
用
車
両
の
稼

働
率
も
極
め
て
低
か
っ
た
。

　

陸
運
・
海
運
の
機
能
回
復
が
遅
れ
る

な
か
で
、輸
送
の
中
心
的
な
役
割
を
担
っ

た
の
が
鉄
道
で
あ
る
。む
ろ
ん
鉄
道
も

主
要
幹
線
が
多
い
都
市
部
を
中
心
に
空

襲
に
よ
る
甚
大
な
被
害
を
受
け
て
い
た

が
、地
方
で
は
戦
災
を
免
れ
た
路
線
が

あ
っ
た
こ
と
、海
運
に
比
べ
て
早
い
復
旧

が
期
待
で
き
た
こ
と
、復
員
兵
や
疎
開

人
員
な
ど
の
旅
客
輸
送
需
要
が
急
激
に

増
え
た
こ
と
な
ど
か
ら
、一
九
四
五（
昭

和
二
十
）年
、終
戦
後
ま
も
な
く
運
輸
省

（
当
時
）が「
鉄
道
復
興
五
か
年
計
画
」

を
立
て
、新
車
両
の
製
造
・
被
災
車
両
の

修
復
・
被
災
線
路
の
復
旧
・
電
化
工
事

な
ど
の
推
進
を
決
め
た
。し
か
し
、資
材

不
足
に
よ
り
進
捗
は
思
わ
し
く
な
く
、更

に
は
鉄
道
に
つ
い
て
も
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
支
配

権
を
確
保
し
て
一
部
客
車
を
接
収
・
占

有
し
、貨
物
輸
送
に
関
し
て
も
占
領
軍
の

た
め
の
輸
送
義
務
を
課
し
た
た
め
、機
能

停
滞
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
こ
と
と
な
っ

た
。

　

こ
う
し
た
事
態
を
一
変
さ
せ
た
の
が
、

そ
の
後
の
世
界
情
勢
で
あ
る
。米
ソ
の
対

立
姿
勢
が
強
ま
る
な
か
で
、ア
メ
リ
カ
が

日
本
の
軍
事
基
地
と
し
て
の
利
用
価
値

を
認
識
し
始
め
、そ
れ
ま
で
恐
れ
ら
れ

て
い
た「
日
本
が
重
工
業
国
家
に
な
る
こ

と
」が
事
実
上
容
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。そ
の
決
定
打
が
一
九
五
〇（
昭
和

二
十
五
）年
に
勃
発
し
た
朝
鮮
戦
争
で
、

1945年11月。万世橋都電停留所で電車に乗り込む人たち。焼け
野原となった東京で、力強く立ち上がろうとする人々の生活を支えた
のが公共交通だった（提供：東京大空襲・戦災資料センター）

日
本
は
国
連
軍
・
米
軍
の
兵へ

い
た
ん站

地ち

と
し

て
基
地
建
設
・
輸
送
・
物
資
や
兵
器
の

補
給
な
ど
を
請
け
負
い
、各
種
交
通
イ
ン

フ
ラ
整
備
も
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
る
統
制
か
ら

解
放
さ
れ
て
飛
躍
的
な
復
興
が
進
ん
だ

結
果
、の
ち
に「
東
洋
の
奇
跡
」と
称
さ

れ
る
目
覚
ま
し
い
発
展
へ
と
つ
な
が
っ
て

い
く
。

五
輪
が
呼
び
水
と
な
っ
た

交
通
イ
ン
フ
ラ
の“
整
備
ラ
ッ
シ
ュ
”

　

イ
ン
フ
ラ
の
再
整
備
、朝
鮮
特
需
な

ど
を
追
い
風
と
し
て
、Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
る

統
治
が
終
了
し
た
わ
ず
か
一
年
半
後
の

一
九
五
三（
昭
和
二
十
八
）年
、Ｇ
Ｄ
Ｐ

が
戦
前
の
最
高
水
準
を
上
回
り
、そ
の
翌

年
か
ら
一
九
年
間
続
く
こ
と
に
な
る
高

度
経
済
成
長
の
兆
し
と
な
っ
た
。

　

東
京
を
中
心
と
し
た
人
口
急
増
、都
市

部
の
拡
大
、モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
進
展

な
ど
で
従
来
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
が
限
界
に

近
付
き
、新
た
な
交
通
網
整
備
が
喫
緊
の

課
題
と
な
っ
て
い
た
な
か
で
、一
九
五
九

（
昭
和
三
十
四
）年
に
Ｉ
Ｏ
Ｃ（
国
際
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
）は
一
九
六
四（
昭

和
三
十
九
）年
の
東
京
五
輪
開
催
を
決

定
。挙
国
体
制
で
臨
む
一
大
イ
ベ
ン
ト
に

向
け
、羽
田
空
港
か
ら
都
心
ま
で
の
ア
ク

セ
ス
を
改
善
す
る
首
都
高
速
一
号
羽
田

線
と
東
京
モ
ノ
レ
ー
ル
、東
京
～
新
大
阪

間
を
約
四
時
間
で
結
ぶ
東
海
道
新
幹
線

な
ど
が
次
々
と
着
工
さ
れ
、今
日
で
も
多

く
の
人
が
利
用
す
る
大
規
模
な
交
通
イ

ン
フ
ラ
の
構
築
が
始
ま
っ
た
。首
都
高
速

道
路
に
つ
い
て
は
、用
地
買
収
に
か
け
ら

れ
る
時
間
が
限
ら
れ
て
い
た
た
め
、多
く

の
路
線
が
既
存
の
道
路
・
河
川
・
堀
の

上
空
を
通
る
高
架
道
路
と
な
っ
た
こ
と
で

も
知
ら
れ
て
お
り
、結
果
と
し
て
日
本
の

道
路
建
設
技
術
の
向
上
に
つ
な
が
っ
た
こ

と
は
論
を
ま
た
な
い
。

　

東
京
五
輪
開
催
に
向
け
て
は
、首
都

高
だ
け
で
な
く
一
般
道
の
整
備
も
関
連

事
業
と
し
て
進
め
ら
れ
、そ
の
後
の
都

市
交
通
の
利
便
性
向
上
に
寄
与
し
た
。

一
九
二
七（
昭
和
二
）年
に
計
画
さ
れ
な

が
ら
、戦
争
激
化
や
予
算
不
足
で
工
事
が

ス
ト
ッ
プ
し
て
い
た
東
京
都
道
三
一
八

号
線
、通
称「
環
七
」の
西
側
部
分
や
、

三
宅
坂
か
ら
二
子
玉
川
に
至
る
国
道

二
四
六
号
な
ど
も
そ
の
一
例
で
あ
り
、

「
東
京
五
輪
関
連
街
路
」と
称
し
て
各
所

で
拡
幅
工
事
が
行
わ
れ
た
。渋
滞
発
生

を
抑
え
る
た
め
、鉄
道
や
そ
の
他
の
幹
線

道
路
と
交
わ
る
部
分
は
立
体
交
差
と
な

首都高速道路・更新工事の最前線
1964（昭和39）年に浜崎橋JCTから空港西出入口までが開
通（全線開通は1966年）。その後、運河上に建設されたことに
より海水の厳しい腐食環境にさらされ損傷が進行していたため、
2016（平成28）年から大規模な更新工事が行われた。上下線
の切換、プレキャストボックス構造の採用、巨大クレーンによる桁
架設を駆使して狭い現場での迅速かつ通行を遮断しない施工を
実現した（日建連表彰2021 第２回土木賞を受賞）。

土木賞を受賞した首都高速1号羽田線東品川桟橋・鮫洲埋立部更新事業 建設が進む１号線（提供：東京都）

「失われたインフラを取り戻す」
交通網整備が国土復興の原動力に
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る
よ
う
設
計
さ
れ
る
な
ど
、こ
の
事
業
に

よ
っ
て
高
架
や
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
工
事
の
施

工
技
術
も
磨
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

ま
た
羽
田
空
港
も
一
九
五
二（
昭
和

二
十
七
）年
の
返
還
後
に
整
備
が
進
み
、

国
内
線
の
到
着
専
用
タ
ー
ミ
ナ
ル
や
旧
Ｃ

滑
走
路
な
ど
が
供
用
を
開
始
し
た
。因
み

に
東
京
五
輪
と
同
じ
一
九
六
四
年
に
は
、

日
本
人
の
海
外
渡
航
も
自
由
化
さ
れ
た
。

　

首
都
高
速
道
路
四
路
線
は
計
画
か
ら

わ
ず
か
五
年
、東
京
モ
ノ
レ
ー
ル
は
着
工

半
に
は
コ
ン
テ
ナ
輸
送
が
登
場
。現
在
の

国
際
海
上
コ
ン
テ
ナ
輸
送
網
が
形
成
さ

れ
た
。

　

同
時
に
、高
度
経
済
成
長
の
陰
で
問

題
化
し
て
い
た
、都
市
で
大
量
発
生
す
る

廃
棄
物
の
処
分
に
つ
い
て
、そ
れ
を
受
け

入
れ
、埋
め
立
て
る
役
割
を
担
っ
た
の
も

港
湾
で
あ
る
。沿
岸
部
を
護
岸
で
囲
み
、

そ
こ
に
廃
棄
物
を
投
入
す
る
こ
と
で
埋

め
立
て
、陸
地
と
し
て
活
用
す
る
た
め
の

制
度
が
創
設
さ
れ
た
。日
本
全
国
八
〇
カ

所
以
上
の
港
湾
で
廃
棄
物
処
分
場
が
造

成
さ
れ
、各
地
で
生
じ
る
一
般
廃
棄
物
の

か
ら
一
年
四
カ
月
、東
海
道
新
幹
線
は

着
工
か
ら
五
年
半
で
そ
れ
ぞ
れ
開
業
に

こ
ぎ
つ
け
、日
本
の
土
木
技
術
の
信
じ
難

い
ほ
ど
の
ス
ピ
ー
ド
と
正
確
性
が
国
内
外

に
知
れ
渡
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

東
海
道
新
幹
線
は
、現
在
は
一
日
の
列

車
本
数
三
六
五
本
、輸
送
人
員
四
五
万

人
以
上
と
い
う
文
字
ど
お
り
の
大
動
脈

と
な
り
、そ
の
後
は
日
本
各
地
に
新
幹
線

の
路
線
網
が
拡
大
、現
在
も
各
所
で
建

設
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

約
四
分
の
一
が
こ
の
方
法
で
処
分
さ
れ

て
い
る
と
言
わ
れ
る
。

「
成
長
」の
あ
と
の
試
練

　

一
九
七
三（
昭
和
四
十
八
）年
、第
四

次
中
東
戦
争
の
勃
発
に
よ
っ
て
石
油
価

格
が
高
騰
、い
わ
ゆ
る「
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ

ク
」が
世
界
を
襲
い
、日
本
の
高
度
経
済

成
長
も
終
焉
を
迎
え
た
。

　

東
京
五
輪
や
大
阪
万
博
の
開
催
に

伴
っ
て
、未
舗
装
路
が
多
か
っ
た
全
国

の
一
般
道
の
整
備
も
進
み
、陸
路
で
の

　

港
湾
に
目
を
向
け
る
と
、沿
岸
の
埋
立

地
・
干
拓
地
を
利
用
し
た「
臨
海
工
業

地
帯
」が
各
地
で
建
設
さ
れ
た
。近
隣
に

専
用
港
湾
を
整
備
す
る
こ
と
で
原
料
の

輸
入
・
製
品
の
輸
出
を
低
コ
ス
ト
で
行

え
る
た
め
、島
国
で
鉱
石
や
燃
料
の
多
く

を
輸
入
に
頼
っ
て
い
る
日
本
で
は
極
め
て

合
理
的
で
あ
り
、京
浜
・
中
京
・
阪
神
エ

リ
ア
な
ど
で
は
戦
前
か
ら
大
規
模
な
工

業
地
帯
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。一
九
六
〇

年
代
に
は
、北
九
州
も
合
わ
せ
た「
四
大

工
業
地
帯
」に
加
え
、鹿
島
・
京
葉
・
播

磨
な
ど
が
臨
海
工
業
地
域
と
し
て
発
展
。

「
埋
立
」「
護
岸
」「
桟
橋
」「
浚
渫
」と

い
っ
た
港
湾
土
木
に
不
可
欠
な
技
術
の

進
展
に
つ
な
が
っ
た
。こ
う
し
た
地
方
港

湾
の
整
備
は
、東
京
な
ど
の
首
都
圏
だ
け

で
な
く
、各
地
域
の
イ
ン
フ
ラ
が
バ
ラ
ン

ス
よ
く
発
展
す
る
こ
と
を
理
想
と
し
て

一
九
六
二（
昭
和
三
十
七
）年
に
策
定
さ

れ
た「
全
国
総
合
開
発
計
画（
全
総
）」

に
基
づ
い
て
い
る
。特
に
鹿
島
・
播
磨
・

東
三
河
な
ど
は
、全
総
に
謳
わ
れ
た「
拠

点
開
発
方
式
」を
実
現
す
る
た
め
の「
工

業
整
備
特
別
地
域
」と
し
て
、国
の
主
導

で
開
発
が
行
わ
れ
た
。そ
の
後
、東
京
湾・

大
阪
湾
な
ど
を
中
心
に
国
際
貿
易
港
の

整
備
が
進
め
ら
れ
、一
九
六
〇
年
代
後

国策で整備された「重要港湾」

前代未聞の構造、工期「羽田空港4本目の滑走路」

横浜港を「選ばれる港湾」とするために

1962（昭和37）年に策定された「全国総合開発計画」において茨城県
の鹿島地域が「工業整備特別地区」の一つに指定され、鹿島港は「重要
港湾」としての整備が決まった。砂浜の海岸を内陸に向かって大きく掘り
込んで造成した「掘込式港湾」としては国内最大、世界でも有数の規模
を誇る。太平洋の荒波が打ち寄せる鹿島灘で港湾を建設するため、当時
としては最新の海洋土木技術が導入された。1969（昭和44）年開港、
2019（令和元）年には土木遺産に認定。

1931（昭和6）年の開港以来、航空需要増大に合わせて滑走路を増設
し、その機能拡張を図ってきた東京国際空港（羽田空港）。記憶に新し
いのは2010（平成22）年に供用を開始した4本目の「D滑走路」で、
東京港第一航路と多摩川河口の生態系への影響が最小限となるよう、
埋立構造と桟橋構造を組み合わせた世界初のハイブリッド方式による
海上滑走路が計画された。建設に際しては日本の海洋・港湾土木の粋
を結集し、「10年かかる工事を3年半で」と言われたほどの短工期を達
成。耐用年数は100年とされている。

江戸時代の開港以来150年以上の歴史を誇る横浜港も、
ふ頭の水深が浅いために世界最大級の貨物船が接岸で
きず、貨物取扱能力において上海・釜山といったアジア主
要港に大きく水をあけられるという課題を抱えている。現在、
国土交通省の「国際コンテナ戦略港湾」に指定され、水深
18mの岸壁を備える「新本牧ふ頭」の整備が進行中だ（事
業期間は２０３１（令和13）年度までを予定）。

（出典：鹿島港湾・空港整備事務所
HP）

2021年12月に本誌で取材した岸壁築造工事の現場。岸壁の基礎部分
となる「鋼板セル」の設置状況（提供：東亜建設工業㈱）

鹿島港の港湾区域に設定された6 8 0
haの「再生可能エネルギー源を利活用
する区域」に、着床式洋上風力発電所
の建設が計画中

（提供：㈱ウィンド・パワー・エナジー）

（提供：東京都）

1964年10月、東海道新幹線
の東京－新大阪間が開業し
た。東京五輪開会を目前に
控えた東京駅での開業式の
様子（提供：鉄道博物館）

「敗戦国」を「先進国」に
押し上げた交通の急成長・急拡大
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地震を機に見直された、港湾の耐震性能
1983（昭和58）年に発生した「日本海中部地震」では、M7.7の
大規模地震により100名以上の犠牲者が出たほか、秋田港では岸
壁躯体の亀裂・陥没などによって港湾の機能が停止し、その後の支
援物資輸送にも支障をきたした。この教訓を生かし、大規模地震に見
舞われても変位や沈下などが生じないよう土圧への抵抗力を強化した

「耐震強化岸壁」の整備を進めているが、2023（令和5）年現在、
整備計画の進捗率は全国で37％にとどまっている。

輸
送
が
飛
躍
的
に
普
及
。高

速
道
路
網
の
拡
張
も
あ
り
、

一
九
八
五（
昭
和
六
十
）年

に
は
、陸
送
に
よ
る
物
流
量

が
内
航
海
運
を
逆
転
し
て
首

位
に
立
っ
た
。一
九
八
八（
昭

和
六
十
三
）年
に
は
、青
函
ト

ン
ネ
ル
と
瀬
戸
大
橋
が
相
次

い
で
完
成
。本
州
と
北
海
道
、

本
州
と
四
国
が
史
上
初
め
て

陸
続
き
と
な
り
、物
流
が
更

な
る
変
革
を
遂
げ
た
。

　

一
方
で
、首
都
圏
に
人
口

や
多
く
の
機
能
が
集
中
す
る

傾
向
が
再
び
顕
著
と
な
り
、

政
府
は
第
四
次
全
国
総
合
開

発
計
画
に
お
い
て
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

更
に
充
実
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て「
多
極

分
散
型
国
土
の
構
築
」を
目
指
す
こ
と
と

し
、総
延
長
一
四
、〇
〇
〇
㌔
㍍
の
高
規

格
幹
線
道
路
が
計
画
さ
れ
た
。計
画
で

は
、地
方
中
枢
・
中
核
都
市
か
ら
概
ね
一

時
間
程
度
で
最
寄
り
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
ま
で
到
達
し
、高
規
格
道
路
を
利
用
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
や
、災
害
に
対
す

る
冗
長
性（
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
）と
い
っ

た
要
素
が
盛
り
込
ま
れ
、バ
ブ
ル
景
気
の

後
押
し
も
あ
っ
て
道
路
整
備
は
更
に
進

む
こ
と
と
な
る
。

　

鉄
道
に
お
い
て
は
、赤
字
が
慢
性
化

し
て
い
た
国
鉄
が
一
九
八
七（
昭
和

六
十
二
）年
に
分
割
民
営
化
さ
れ
、国
有

鉄
道
と
し
て
の
役
割
を
終
え
た
。そ
ん
な

な
か
、空
路
や
バ
ス
な
ど
多
様
な
交
通
機

関
と
競
争
し
つ
つ
、少
な
く
と
も
都
市
部

で
は
運
行
時
刻
の
正
確
性
、交
通
渋
滞
に

影
響
さ
れ
に
く
い
な
ど
の
強
み
を
生
か

し
て
通
勤
・
通
学
の
利
用
者
数
に
圧
倒

的
な
シ
ェ
ア
を
獲
得
し
て
き
た
。ま
た
、

新
線
建
設
に
際
し
て
は
、シ
ー
ル
ド
工

法
・
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｍ
工
法
の
発
達
に
よ
っ
て
ト

ン
ネ
ル
の
効
率
的
な
施
工
が
可
能
と
な

り
、用
地
買
収
に
時
間
が
か
か
る
地
上
よ

り
も
地
下
に
新
線
ト
ン
ネ
ル
を
構
築
す

る
例
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

港
湾
で
は
、物
流
形
態
の
変
化
に
よ
っ

て
空
き
倉
庫
や
撤
退
し
た
工
場
の
跡
地

が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
に

人
を
呼
び
込
ん
で
、観
光
・
娯
楽
の
拠
点

を
作
り
上
げ
よ
う
と
い
う「
ウ
ォ
ー
タ
ー

フ
ロ
ン
ト
開
発
」の
ブ
ー
ム
が
湧
き
起

こ
っ
た
。一
九
八
一（
昭
和
五
十
六
）年
、

神
戸
港
内
に
完
成
し
た
当
時
世
界
最

大
の
人
工
島「
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
」、

そ
こ
で
開
か
れ
た
博
覧
会「
ポ
ー
ト
ピ

ア
81
」を
端
緒
と
し
て
、「
横
浜
み
な
と

み
ら
い
21
」、大
阪
市
の「
天
保
山
ハ
ー

バ
ー
ビ
レ
ッ
ジ
」な
ど
が
次
々
と
開
業
。

本
来
、輸
出
入
港
や
工
業
用
地
と
し
て
造

成
さ
れ
た
地
域
が
現
在
で
も
賑
わ
い
と

交
流
を
生
む
エ
リ
ア
と
し
て
親
し
ま
れ

て
い
る
。他
方
、港
湾
そ
の
も
の
の
機
能

面
で
は
、日
本
の
主
要
港
の
世
界
基
準
か

ら
の
立
ち
遅
れ
が
目
立
ち
、長
距
離
大
型

コ
ン
テ
ナ
船
の
航
路
数
が
大
幅
に
減
少
、

国
際
競
争
力
の
著
し
い
低
下
が
叫
ば
れ

る
よ
う
に
な
る
な
ど
、イ
ン
フ
ラ
と
し
て

の
諸
課
題
が
表
面
化
。外
航
船
の
入
港

船
舶
数
第
一
位
の
横
浜
港
で
は
、日
本
の

港
湾
土
木
技
術
と
最
新
I‌

C‌

T
を
融
合

し
、新
た
な
岸
壁
築
造
工
事
が
進
め
ら
れ

る
な
ど
、国
土
交
通
省
主
導
で
対
策
が
講

じ
ら
れ
て
い
る
。

浮
き
彫
り
に
な
る
諸
課
題

解
決
の
カ
ギ
を
握
る
の
は“
港
湾
”

　

平
成
不
況
、そ
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
よ
る
社
会
的
な
危
機
を

乗
り
越
え
た
今
、日
本
の
交
通
イ
ン
フ
ラ

は
大
き
な
転
換
期
に
あ
る
。

　

高
度
経
済
成
長
期
に
建
設
さ
れ
た
多

く
の
構
造
物
に
お
い
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
耐
用
年
限
を
超
過
し
、安
全
性
・
信

頼
性
の
確
保
が
重
要
課
題
と
な
っ
て
い

る
昨
今
、道
路
事
業
者
・
鉄
道
事
業
者

各
社
は
新
規
営
業
路
線
の
拡
大
・
延
伸

に
加
え
て
、既
存
路
線
の
保
守
・
維
持

管
理
に
も
重
き
を
置
く
よ
う
に
な
っ
た
。

一
九
六
四
年
の
東
京
五
輪
に
間
に
合
う

よ
う
に
建
設
さ
れ
た
首
都
高
速
一
号
羽

田
線
に
お
い
て
、二
〇
二
〇（
令
和
二
）

出典：�国土交通省ウェブサイト 
　　  （https://www.mlit.go.jp/hakusyo/mlit/h13/html/D0121210.html）

鉄道 内航海運

自動車

昭和34年
鉄道と内航が交代

昭和60年
内航と自動車が交代

国内貨物輸送の機関分担率の推移

海峡部約9.4 km、5つの島を結ぶ6つの橋梁と4つの高架橋で構成される瀬戸大
橋。橋梁部・高架部の合計13.1kmは鉄道道路併用橋としては世界最長。本州
と四国、その間にある島々を陸続きにすることはかねてからの悲願で、総工費1兆
1,300億円の国家的プロジェクトだった（提供：（公社）香川県観光協会）

あくなき挑戦　
列島を地続きに

悲惨な海難事故と難工事を乗り越えて
1988（昭和63）年に開業した青函トンネル。青森県東津軽
郡と北海道上磯郡を結ぶ全長53.85km、世界最長の海底ト
ンネルで、約24年にわたる難工事の末に完成した。もともと明
治時代から青森駅～函館駅間に「青函連絡船」が就航してい
たが、1954（昭和29）年に1,000人以上の犠牲者を出した
日本史上最悪の海難事故「洞爺丸事故」が発生し、以前から
あったトンネル建設の計画が再浮上した。工事では、軟弱な地
質と度重なる異常出水に苦しめられ、34名の尊い人命を失い
ながらも、この工事で編み出された新工法を取り入れるなど高
度なトンネル掘削技術を駆使して貫通した。

（提供：鹿島建設㈱）

耐震強化岸壁

非耐震強化岸壁

出典：�国土交通省ウェブサイト
        （https://www.mlit.go.jp/common/000055600. pdf） 19
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　2022（令和4）年に土木学会が発表した「Beyond
コロナの日本創生と土木のビッグピクチャー【提
言】」では、安心して快適に暮らし続けることがで
きる「ありたい未来の姿」に向け、目指す国土像と
して「分散・共生型の国土」を掲げ、その形成に向
け、「未来社会への投資」を行うことが重要である
としています。そして、具体的な政策とインフラの
あり方として、①国土強靱化、②地方創生、③経
済安全保障、④インフラメンテナンス、⑤脱炭素
化（カーボンニュートラル）、⑥グリーンインフラと
生物多様性、⑦DX社会への対応、の７項目につい
て提案をしています。
　「ありたい未来の姿」を実現するには、交通イ
ンフラが決定的に重要です。国土強靱化のために
は、安全・安心でリダンダンシーのある広域幹線
交通（道路・鉄道・港湾・空港）ネットワークの
適正配置が不可欠ですし、地方創生のためには
公共交通ネットワークの維持・拡充が避けて通れ
ません。また、わが国産業の競争力を強化して経
済安全保障を確保するためには、出入口である港
湾・空港の機能の向上とそれらとつなぐ物流ネッ
トワークの強化が必要です。更に、今後脱炭素化
社会へ向けて世界が進んでいくなか、交通インフ
ラ分野の貢献も大きく期待されています。
　港湾は、海上交通と陸上交通の結節点として
の役割を担う交通インフラです。特に島国である
わが国にとっては、国際貿易のほとんどが港湾経
由で行われており、まさに国の玄関口となってい
ます。これまで、コンテナ輸送、バルク（ばら貨物）
輸送、自動車航送、クルーズなど、様々な輸送形

態に対応しながら港湾の整備が行われてきました
が、デジタル化や大型化など世界の輸送革新のス
ピードは速く、これからも効率を追求しながら港
湾の国際競争力を維持・強化していかなければな
りません。
　また、港湾の大きな特徴は、交通結節点として
の広大な空間を活用して多様な要請に応えること
ができることだと思います。古くは、効率的に輸出
入ができるよう港湾に直結して臨海工業地帯を形
成し、高度経済成長を支えました。また、老朽化し
た内港地区や港湾施設は、賑わいや交流を生む
豊かなウォーターフロントとして再開発され、まち
の再生に貢献しました。現在は、洋上風力発電設
備（風車）の設置場所として港湾内の水域を提供
したり、洋上風力発電設備の組立・設置や維持管
理を行ったりするための基地として、港湾が活用
されています。
　今後、大きく期待されているのが、港湾における
脱炭素化（カーボンニュートラル）です。日本の二
酸化炭素排出量の約６割を占める重化学工業や
発電事業の多くが港湾地域に立地していることか
ら、港湾地域での脱炭素化は、日本全体の脱炭
素化に大いに貢献します。このため全国の港湾で、
関係者が協議会を組織し、港湾活動の脱炭素化、
臨海部産業の脱炭素化、水素・アンモニアなど代
替燃料の輸入環境の整備などを行う「カーボン
ニュートラルポート（CNP）」が検討されています。
　社会の要請に応えつつ「ありたい未来の姿」を
実現するための重要な交通インフラとして、港湾
の役割に大いに期待しています。

年
の
東
京
五
輪
開
催
に
合
わ
せ
て
大
規

模
な
更
新
工
事
を
施
す
こ
と
に
な
っ
た

の
は
、そ
の
象
徴
と
言
え
る
か
も
し
れ
な

い
。

　

鉄
道
で
は
、東
京
～
名
古
屋
間
を
最

速
四
〇
分
で
結
ぶ
世
界
初
の「
リ
ニ
ア
中

央
新
幹
線
」が
建
設
中
で
、全
区
間
開
通

の
暁
に
は
東
京
・
名
古
屋
・
大
阪
の
三

大
都
市
を
よ
り
強
く
結
び
つ
け
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

迫
ら
れ
る

「
世
界
基
準
」へ
の
対
応

　

大
量
輸
送
、長
大
橋
や
海
底
ト
ン
ネ
ル

に
よ
る
接
続
、そ
し
て
維
持
管
理
・
更
新

な
ど
…
。各
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
、交

通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
需
要
も
変
遷
し
て

き
た
。と
同
時
に
、種
々
の
制
約
を
受
け

な
が
ら
難
工
事
を
成
し
遂
げ
て
き
た
日

本
の
土
木
技
術
は
、必
然
的
に
世
界
に
誇

れ
る
レ
ベ
ル
へ
と
到
達
し
た
。

　

そ
ん
な
な
か
、世
界
規
模
で
の
脱
炭
素

化
へ
の
対
応
、運
送
業
界
の
二
〇
二
四
年

問
題
と
い
っ
た
課
題
解
決
の
糸
口
に
な

る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
の
が
、港
湾
で
あ

る
。国
際
物
流
の
九
九・六
％
が
海
運
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
、更
に
主
要
港
湾
か

ら
国
内
各
所
へ
の
輸
送
も
内
航
海
運
が

担
っ
て
い
る
現
状
に
鑑
み
れ
ば
、港
湾
が

あ
ら
ゆ
る
物
流
シ
ス
テ
ム
の
効
率
化
や
環

境
負
荷
低
減
の
カ
ギ
を
握
る
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
ポ
ー
ト（
C‌

N‌

P
）に
よ
る
対
策
は
言

う
に
及
ば
ず
、※R‌

O‌

R‌

O
船
や
フ
ェ
リ
ー

の
活
用
に
よ
っ
て
ド
ラ
イ
バ
ー
の
稼
働
時

間
を
低
減
し
、港
湾
物
流
手
続
き
を
電
子

化
・
一
元
化
す
る「
Ｃ
ｙ
ｂ
ｅ
ｒ 

Ｐ
ｏ
ｒ

ｔ
」で
労
務
軽
減
を
図
れ
る
な
ど
、様
々

な
改
善
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

　

数
多
く
の
難
問
に
向
き
合
い
な
が
ら
、

国
内
外
の
人
流
・
物
流
の
屋
台
骨
と
な
っ

て
い
る
交
通
イ
ン
フ
ラ
。こ
れ
ま
で
の
困

難
を
打
破
し
て
き
た
よ
う
に
、今
後
も
歩

み
を
止
め
る
こ
と
な
く
私
た
ち
の「
よ
り

速
く
、よ
り
安
全
に
、よ
り
便
利
に
」と

い
う
願
い
に
応
え
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ

る
。そ
し
て
建
設
業
界
は
、物
流
・
運
送

業
界
に
比
肩
す
る
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
と
し
て
の
矜
持
を
保
ち
な
が
ら
、更

に
高
い
技
術
を
効
果
的
・
効
率
的
に
取

り
入
れ
る
こ
と
で
、国
民
生
活
と
経
済
活

動
を
力
強
く
下
支
え
し
て
い
く
に
違
い

な
い
。

※�

貨
物
を
積
ん
だ
ト
ラ
ッ
ク
や
ト
レ
ー
ラ
ー
が
自
走
し
て
船
に

乗
り
こ
ん
だ
状
態
で
運
搬
で
き
る
貨
物
用
の
船
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港湾は、物流の拠点であるだけでなく、洋上風力発電施設
建設に不可欠なヤードを事業者に提供するなど、再生可能
エネルギーの推進にも貢献している。国土交通省が指定し
たいわゆる「基地港湾」7港の一つである北九州港では、
2025年度中の運転開始を目指し、北九州響灘洋上ウイ
ンドファーム建設工事が進んでいる

※画像はイメージです

AIターミナルがもたらす、港湾物流のDX
コンテナの取扱個数が増えるほど煩雑になる
※「荷繰り」と呼ばれる積替え作業を、AI解析
の導入によって最小限に削減し、荷役効率を
向上。トレーラーの待機時間も解消できるた
め、ドライバーの労務問題解決にもつながるな
ど、港湾物流の国際競争力アップに不可欠な
システムとして効果検証が行われている。

※�積まれたコンテナをトラックに積み替えること。下にあるコ
ンテナを積み出すために上のコンテナをいったん移動さ
せる、などの作業も含む 出典：国土交通省ウェブサイト （https://www.mlit.go.jp/kowan/kowan_00001.html）

出典：�国土交通省ウェブサイト （https://www.mlit.go.jp/kowan/
kowan_tk4_000054.html）

水谷 誠　
Makoto Mizutani

五洋建設株式会社 
土木部門担当（兼）
国際部門担当
専務執行役員

交通インフラが担う
日本の未来

「交通結節点」として港湾に期待される役割

1987年に運輸省へ入省。その後主に港湾行政を担当。国土交通省
港湾局産業港湾課長、中国地方整備局長などを歴任。関東地方整
備局東京港湾事務所長時代には、東京ゲートブリッジの建設を前線
で指揮した。2021年、日本建設業連合会の常務執行役を務め、現
職。
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